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進路指導改革

組織的な進路指導で
生徒の志望を高め、
主体的な学びに導く

◎校訓は「仰高（心豊かな人生の創
造を目指し高遠の理想を仰ぐ）」。広島
県から様々な事業指定を受けてきてお
り、２０００年度「学力向上重点校」、
０３年度「進学指導拠点校」、０９年度
「トップリーダーハイスクール」、１５年度
「探究コアスクール」に指定される。

国公立大は、北海道大、東北大、名古
屋大、京都大、大阪大、神戸大、広島大、
九州大、県立広島大などに261人が合格。
私立大は、東京理科大、早稲田大、同
志社大、立命館大、関西大、関西学院
大などに延べ５３１人が合格。

設立

形態

生徒数

2016年度入試合格実績（現浪計）

1975（昭和50）年

全日制／普通科／共学

１学年約320人

住所
　

電話

Web Site

〒731-0152
広島県広島市安佐南区毘沙門台3-3-1

082-879-4511

230
指導変革の

成果実践背景

◎公立高校の学区が
全県一区となり、成
績上位層の生徒が他
地域に流出。組織的
な進路指導の構築が
課題に

変革のステップ

◎志望校検討会の充
実、難関大学志望者
補習の実施、生徒の
主体性をより重視した
「総合的な学習の時
間」への変革を推進

◎組織的な進路指導
の体制が整い、国公
立大学合格実績が
Ｖ字回復を果たした。
２０１６年度入試は、
過去最高に近い２６１
人の合格者数を記録

http://www.yasufuruichi-h.hiroshima
-c.ed.jp/

広島県立

安古市高校
やす ふる いち

　
広
島
市
北
西
部
に
位
置
す
る
広
島
県
立
安や

す

古ふ
る

市い
ち

高
校

は
、
例
年
２
０
０
人
以
上
の
生
徒
が
国
公
立
大
学
に
合

格
す
る
、
県
を
代
表
す
る
進
学
校
だ
。
し
か
し
、
か
つ

て
は
進
学
実
績
が
低
迷
し
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
。
広

島
県
で
は
２
０
０
６
年
度
に
公
立
高
校
の
学
区
が
撤
廃

さ
れ
、
同
校
の
学
区
の
成
績
上
位
層
か
ら
広
島
市
中
心

部
の
進
学
校
を
目
指
す
者
が
現
れ
始
め
た
。
そ
の
影
響

も
あ
り
、
国
公
立
大
学
進
学
者
数
は
徐
々
に
減
り
、
数

年
後
に
は
１
５
０
人
程
度
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
進
路
指

導
主
事
の
濵は

ま

井い

洋ひ
ろ

行ゆ
き

先
生
は
当
時
を
こ
う
振
り
返
る
。

　「教
師
た
ち
に
も
危
機
感
は
あ
り
ま
し
た
が
、
伝

統
的
に
自
主
性
を
重
ん
じ
る
校
風
も
あ
り
、
学
校
を

挙
げ
て
改
革
に
着
手
す
る
機
運
は
な
か
な
か
盛
り
上

が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
進
路
指
導
や
添
削
指

導
は
、
教
師
個
々
に
任
さ
れ
て
い
る
状
況
で
し
た
」

　
そ
う
し
た
中
、
09
年
度
に
県
の
「
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
指
定
校
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
当

時
の
奥
田
孝
憲
校
長
が
「
指
定
校
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育

と
実
績
を
目
指
す
べ
き
」
と
力
説
し
、
10
年
度
に
改
革

が
始
ま
っ
た
。

　
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
、
３
年
生
に
お
け
る
志
望
校

検
討
の
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し
だ
。
学
年
団
と
進
路
指
導

部
が
連
携
し
て
進
路
指
導
を
行
う
こ
と
と
し
、
進
路
検

討
会
議
の
充
実
を
図
っ
た
。
３
年
生
は
５
・
７
・
10
・

12
・
１
月
の
５
回
（
現
在
は
３
回
）、
全
担
任
と
教
科

進
学
実
績
回
復
に
向
け
、

組
織
的
な
進
路
指
導
体
制
を
構
築
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地域に流出。組織的
な進路指導の構築が
課題に
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◎志望校検討会の充
実、難関大学志望者
補習の実施、生徒の
主体性をより重視した
「総合的な学習の時
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広島県立

安古市高校
やす ふる いち

担
任
、
進
路
指
導
部
、
管
理
職
が
集
ま
り
、
生
徒
・
保

護
者
に
提
案
す
る
志
望
校
群
や
教
科
学
習
の
ア
ド
バ
イ

ス
の
方
向
性
を
決
め
る
。
そ
し
て
、
担
任
は
、
進
路
検

討
会
議
の
情
報
を
基
に
、
個
別
面
談
や
三
者
面
談
に
臨

む
。　「

こ
こ
数
年
、
難
関
大
学
も
視
野
に
入
れ
た
進
路

指
導
の
で
き
る
教
師
の
育
成
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
志
望
校
検
討
の
プ
ロ
セ
ス
、
模
試
デ
ー
タ
の
使

い
方
な
ど
、
進
路
情
報
や
分
析
ス
キ
ル
を
共
有
し
、

学
校
全
体
の
指
導
力
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
」（
濵

井
先
生
）

　
14
年
度
に
は
、
主
幹
、
進
路
指
導
主
事
、
学
年
主
任
、

各
教
科
担
当
に
よ
る「
難
関
大
学
指
導
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
発
足
し
た
。
目
的
は
、
難
関
大
学
に
合
格
で
き
る
受

験
学
力
だ
け
で
な
く
、
学
問
・
研
究
に
対
応
す
る
資
質
・

能
力
を
持
つ
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
、
難
関
大
学
指
導

体
制
を
確
立
す
る
こ
と
だ
。
難
関
大
学
も
視
野
に
入
れ

た
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
指
導
に
も
対
応
で
き
る
教
師
集
団
と

な
れ
ば
、
学
問
・
研
究
に
つ
な
が
る
授
業
や
指
導
が
可

能
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
、
高
み

を
目
指
し
て
自
分
の
力
を
伸
ば
そ
う
と
志
を
抱
く
こ
と

が
で
き
る
。
そ
う
し
た
理
念
が
根
底
に
あ
る
。

　
そ
れ
ま
で
も
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
た
も
の

の
、
学
年
間
、
担
任
と
教
科
間
、
教
科
内
な
ど
に
お
い

て
、
系
統
的
・
体
系
的
な
も
の
と
し
て
十
分
に
機
能
し

て
い
な
か
っ
た
。そ
こ
で
、指
導
の
道
筋
を「
見
え
る
化
」

し
て
「
共
有
」
す
る
た
め
に
、３
年
間
を
見
通
し
た
「
難

関
大
学
指
導
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
」（
図
）
を
作
成
し
た
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
は
、
他
学
年
も
含
め
た
全
教
師

に
よ
る
進
路
検
討
会
議
の
実
施
、
最
難
関
大
学
志
望
者

対
象
の
個
別
指
導
担
当
者
会
議
の
実
施
、
大
学
入
試
問

題
研
究
の
充
実
な
ど
で
あ
る
。
例
え
ば
、
難
関
大
学
志

望
者
を
対
象
に
、７
月
（
ま
た
は
10
月
）
と
１
月
に
は
、

全
教
師
で
進
路
検
討
会
議
を
行
う
。
難
関
大
学
志
望
の

５
人
程
度
を
取
り
上
げ
、
個
別
学
力
検
査
ま
で
の
伸
び

を
推
測
し
、
必
要
な
指
導
に
つ
い
て
話
し
合
う
。
そ
れ

ら
を
通
し
て
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
、
学
問
・
研
究
に
向

か
う
力
を
伸
ば
す
た
め
に
、学
校
と
し
て
、教
科
と
し
て
、

授
業
者
と
し
て
何
を
し
て
い
く
の
か
を
共
有
す
る
。

　
ま
た
、生
徒
の
進
路
意
識
の
涵
養
に
も
力
を
入
れ
る
。

同
校
の
生
徒
は
、
入
学
時
は
ほ
ぼ
全
員
が
地
元
の
大
学

を
志
望
し
て
い
る
が
、
県
外
の
難
関
国
立
大
学
へ
も
自

分
の
希
望
進
路
と
結
び
つ
け
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

１
年
生
か
ら
、
自
身
の
Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊
１
）
か
ら
２
ラ
ン

ク
上
の
大
学
を
志
望
校
に
設
定
さ
せ
る
の
も
そ
の
た
め

だ
。
さ
ら
に
補
習
で
は
、
１
年
生
か
ら
東
京
大
学
や
京

都
大
学
の
過
去
問
題
に
も
取
り
組
ま
せ
る
。
主
幹
教
諭

の
前
田
節
子
先
生
は
こ
う
語
る
。

「難関大学指導トータルプラン」（抜粋）図

指導とポイント、内容、教科、学年会、担任（進路指導）、留意点、行事予定（模試、
懇談等）の項目別で、各時期の活動を示した。　＊学校資料を基に編集部で作成

時期 指導とポイント 内容 教科

１
年
生

4 ～ 5 月

7 ～８月

9 月

10 月
難関大への適性
判定①

・教科担当による難関大対
応能力を有する生徒の発掘

進路検討会議

12 月
保護者への情報
提供

・難関大に関する情報提供
・難関補習の経過説明

1 ～ 2 月
・難関大補習生徒への意識
づけ

3 月
難関大への適性
判定②

・指導の経緯と本人・保護
者の考え方の把握
・２年生担任への申し送り

２
年 4 月

難関大候補生徒
の現状共通理解

・難関大候補生徒に関する
情報提供

指導の経過観察

指導の経過観察

難関補習スタート

情報提供

情報提供

情報提供

広
島
県
立
安
古
市
高
校

渡
辺
和
恵
　わ
た
な
べ
・
か
ず
え

教
職
歴
31
年
。同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。進
路
指
導
部
。

１
学
年
主
任
。「
謙
虚
な
挑
戦
者
と
し
て
、
生
徒
と
と
も

に
成
長
し
続
け
る
」

広
島
県
立
安
古
市
高
校

前
田
節
子
　ま
え
だ
・
せ
つ
こ

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
主
幹
教
諭
。

「
日
々
生
徒
と
誠
実
に
向
き
合
い
、
勇
気
あ
る
挑
戦
を
支

援
す
る
」

広
島
県
立
安
古
市
高
校

平
野
洋
造
　ひ
ら
の
・
よ
う
ぞ
う

教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
企
画
研
修

部
。
実
践
推
進
リ
ー
ダ
ー
。「
既
成
の
概
念
に
と
ら
わ
れ

ず
、
生
徒
の
た
め
に
な
る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
」

広
島
県
立
安
古
市
高
校

濵
井
洋
行
　は
ま
い
・
ひ
ろ
ゆ
き

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。
進
路
指
導

主
事
。「
生
物
の
教
員
と
し
て
、
生
命
の
大
切
さ
と
神
秘

を
生
徒
に
伝
え
た
い
」

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
指
導
に
も
対
応
で
き
る

実
力
を
備
え
た
教
師
集
団
を
目
指
す

＊１ 学習到達ゾーンのこと。ベネッセのテストにおける共通の学力評価指標。「Ｓ１」～「Ｄ３」の 15 段階がある。
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今回のテーマに関連する過去の記事はベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでご覧いただけます。
２０１０年１０月号指導変革の軌跡「群馬県立前橋東高校」など
　　http: //berd.benesse.jp

広島県立　安古市高校広島県立指導変革の
　→　HOME　＞　教育情報　＞　高校向け

　「東
京
大
学
や
京
都
大
学
の
問
題
で
も
、
毎
日
の

授
業
を
し
っ
か
り
受
け
て
い
れ
ば
解
け
る
こ
と
を
実

感
さ
せ
て
い
ま
す
。
授
業
の
大
切
さ
を
認
識
さ
せ
る

と
と
も
に
、
そ
う
し
た
問
題
に
ひ
る
ま
ず
や
り
抜
く

こ
と
が
、
自
分
に
も
手
が
届
く
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
指
導
す
る
教
師
も

問
題
研
究
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
学
問
・
研
究
に
対

応
す
る
授
業
づ
く
り
の
一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　
生
徒
が
安
易
に
志
望
を
下
げ
な
い
よ
う
、
学
習
成
果

が
な
か
な
か
表
れ
な
い
生
徒
を
対
象
と
し
た
「
教
科
面

談
」
も
行
う
。
１
・
２
年
生
で
そ
れ
ぞ
れ
年
１
回
、
ベ

ネ
ッ
セ
の
「
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
」
の
結
果
を
基
に
、

家
庭
学
習
習
慣
は
身
に
つ
い
て
い
る
が
成
績
が
伸
び
て

い
な
い
生
徒
を
各
教
科
20
人
程
度
選
び
、教
科
担
当
が

面
談
。そ
の
相
談
内
容
、教
師
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
、今

後
の
抱
負
を
ま
と
め
た
内
容
を
基
に
、担
任
と
も
面
談

を
行
う
。１
学
年
主
任
の
渡
辺
和
恵
先
生
は
こ
う
語
る
。

　「『
定
期
考
査
の
成
績
が
上
が
っ
た
』『
行
き
詰
ま

り
が
打
開
で
き
て
学
習
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
』
な
ど
、『
教
科
面
談
』
を
機
に
学
力
を
伸
ば
し
た

生
徒
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。今
後
は
、一
定
の
期
間

を
空
け
て
再
度
面
談
を
し
て
、
生
徒
の
学
習
が
ど
う

変
容
し
た
の
か
を
追
跡
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
教
科
担
任
が
、
生
徒
の
予
想
外
の
つ
ま
ず
き
に
気
づ

け
る
こ
と
も
、「
教
科
面
談
」
の
メ
リ
ッ
ト
だ
。
英
語

科
担
当
の
平
野
洋
造
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「一
文
を
丸
暗
記
し
て
、
文
章
構
造
を
考
え
ず
に

音
読
し
て
い
た
生
徒
や
、
リ
ス
ニ
ン
グ
を
し
て
も
聴

き
っ
ぱ
な
し
で
復
習
し
な
い
生
徒
な
ど
、
学
習
の
目

的
を
理
解
せ
ず
に
取
り
組
ん
で
い
る
生
徒
が
多
い
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
学
習
の
目
的
や
意
味
を
し
っ

か
り
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
」

　
生
徒
に
高
い
志
を
持
た
せ
、
主
体
的
な
学
び
に
向
か

わ
せ
る
た
め
に
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
行
う

の
が
「
仰

ぎ
ょ
う

高こ
う

ゼ
ミ
」
だ
。
同
校
は
15
年
度
か
ら
広
島
県

「
学
び
の
変
革
パ
イ
ロ
ッ
ト
校
」（
＊
２
）
の
「
探
究
コ

ア
ス
ク
ー
ル
」に
、13
年
度
か
ら「
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
」

（
＊
３
）
に
指
定
さ
れ
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
の
教
育
）
を
率
先
し
て
実
践
し
、
そ
の
内
容
を

地
域
や
世
界
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
15
年
度
に
赴
任
し
た
船
津
久
美
校
長
の
経
営
方
針

に
基
づ
き
、「
仰
高
ゼ
ミ
」
で
は
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
視
点
を
軸

に
教
科
学
習
・
進
路
指
導
と
連
携
し
な
が
ら
、
生
徒
の

主
体
性
を
よ
り
重
視
し
た
授
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
中
で
も
特
色
あ
る
取
り
組
み
は
、
１
年
生
の
「
ス
テ

ー
ジ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
だ
。
こ
れ
は
、
自
分
の
考
え
を

他
者
に
伝
え
る
説
明
の
仕
方
や
、
感
動
を
他
者
と
共
有

す
る
た
め
の
表
現
方
法
な
ど
を
学
ぶ
活
動
で
、
国
語
と

連
関
さ
せ
、
文
学
作
品
の
音
読
と
身
体
表
現
を
融
合
し

た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
グ
ル
ー
プ
で
作
成
・
発
表
す
る
。

　
ま
ず
、専
門
家
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
鑑
賞
し
た
後
、

生
徒
は
そ
れ
を
参
考
に
、
詩
を
ど
の
よ
う
に
読
み
、
身

体
を
動
か
す
の
か
を
グ
ル
ー
プ
で
相
談
し
、
作
者
の
意

図
、
情
景
な
ど
詩
の
世
界
を
声
と
身
体
で
表
現
す
る
。

そ
し
て
、
各
ク
ラ
ス
か
ら
選
ば
れ
た
２
グ
ル
ー
プ
が

学
年
全
体
の
発
表
会
で
披
露
す
る
。「
発
表
を
通
じ
て
、

人
に
伝
え
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
学
ん
だ
」「
同

じ
詩
で
も
、
人
に
よ
っ
て
考
え
た
り
感
じ
た
り
す
る
視

点
が
違
う
こ
と
で
興
味
が
湧
い
た
」な
ど
、
表
現
に
関
す

る
知
識
を
身
に
つ
け
、
興
味
・
関
心
を
高
め
る
生
徒
が

多
い
と
い
う
。ほ
か
に
、「
切
り
抜
き
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
」

（
１
年
生
）、「
教
育
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を

進
め
る
べ
き
か
」
な
ど
の
テ
ー
マ
で
行
う
デ
ィ
ベ
ー
ト

（
１
・
２
年
生
）
な
ど
と
い
っ
た
活
動
を
行
う
。

　「大
学
合
格
が
最
終
目
標
で
は
な
く
、
社
会
に
出

て
伸
び
て
い
く
人
材
を
育
て
る
の
が
私
た
ち
の
使
命

で
す
。
社
会
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
、
議
論
し
表
現

す
る
経
験
を
通
し
て
、
学
力
だ
け
で
は
な
い
新
た
な

時
代
を
切
り
開
く
力
を
持
た
せ
て
大
学
に
送
り
出
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
前
田
先
生
）

　「
仰
高
ゼ
ミ
」
の
集
大
成
は
、
３
年
生
で
行
う
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
だ
。
こ
れ
は
、
持
続
可
能
な
社

生
徒
主
体
で
運
営
す
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
仰
高
ゼ
ミ
」
で
大
学
進
学
後
に

伸
び
る
力
を
育
む

＊２　2015 年度にスタートした広島県教育委員会の拠点事業。主体的な学びを創造するため、
授業研究、横断的・総合的な学びについて研究する「探究コアスクール」（６校）、教科の授業
研究や体験的な学びを促進する「活用コアスクール」（18 校）を指定。
＊３　ユネスコ憲章に示されたユネスコの理念を実現するため、平和や国際的な連携を実践す
る学校のこと。

生
徒
の
努
力
を
「
教
科
面
談
」
で

学
力
向
上
に
つ
な
げ
る

32 February  2017

Q6-323-00 2016 年度VIEW21高校版 2月号　表紙本文 32頁 ＭＫ色校
01/24
引寺

念
校
02/02
阿部

再
念
校
02/04
羽崎 - -/-

- - -/-
-Q6-323-00 2016 年度VIEW21高校版 2月号　表紙本文 33頁 ＭＫ色校

01/24
引寺

念
校
02/02
阿部 - -/-

- - -/-
- - -/-

-
P30-33_view21koukou-2g-h.indd   32 17/02/04   10:38



今回のテーマに関連する過去の記事はベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでご覧いただけます。
２０１０年１０月号指導変革の軌跡「群馬県立前橋東高校」など
　　http: //berd.benesse.jp

広島県立　安古市高校指導変革の
　→　HOME　＞　教育情報　＞　高校向け

会
の
実
現
に
向
け
た
課
題
を
掘
り
起
こ
し
、
背
景
や
原

因
を
調
査
、
考
察
し
た
上
で
、
そ
の
解
決
を
模
索
す
る

活
動
だ
。
個
人
考
察
、
グ
ル
ー
プ
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
経
て
、
ク
ラ
ス
単
位
で
課
題
を
設
定
し
、
11
月

に
学
年
全
体
で
発
表
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。

　
各
ク
ラ
ス
を
代
表
す
る
パ
ネ
リ
ス
ト
が
ク
ラ
ス
テ
ー

マ
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
後
、
事
前
に

作
成
し
た
「
基
調
提
案
」
を
基
に
３
年
生
の
生
徒
全
員

で
討
論
す
る
。
16
年
度
は
、「
気
候
変
動
へ
の
対
応
」「
国

レ
ベ
ル
の
不
平
等
の
是
正
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
司
会
は

生
徒
が
務
め
、
ゲ
ス
ト
識
者
の
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
弁
護
士
や

教
育
セ
ン
タ
ー
の
指
導
主
事
に
は
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
に

徹
し
て
も
ら
っ
た
。

　「
６
年
前
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
活
動
を
、
徐
々

に
生
徒
主
体
の
運
営
に
移
行
し
て
い
ま
す
。
た
と
え

意
見
が
合
わ
な
か
っ
た
り
失
敗
し
た
り
し
た
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
生
徒
が
活
動
を
積
み
上
げ
、
自
分
た
ち

の
手
で
討
議
を
進
め
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
自
分

が
将
来
ど
う
社
会
と
か
か
わ
り
、
ど
う
社
会
貢
献
し

て
い
く
の
か
を
一
人
ひ
と
り
が
深
め
て
く
れ
た
と
思

い
ま
す
」（
渡
辺
先
生
）

　
一
連
の
改
革
の
結
果
、
国
公
立
大
学
合
格
者
数
は
こ

の
５
年
間
継
続
し
て
２
０
０
人
を
超
え
、
16
年
度
入
試

で
は
２
６
１
人
に
達
し
た
。難
関
大
学
志
望
者
も
増
え
、

大
学
卒
業
後
の
社
会
に
出
て
か
ら
の
自
分
を
見
通
し
て

進
路
を
考
え
る
生
徒
も
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
れ
を
支
え
る
の
が
、
生
徒
の
主
体
的
な
学
び
を
促

す
授
業
づ
く
り
だ
。
現
在
、
全
県
で
取
り
組
む
広
島

版
「
学
び
の
変
革
」
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

同
校
で
も
全
教
科
の
授
業
で
深
い
学
び
の
あ
る
ア
ク
テ

ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
16
年
度
秋
の
公
開
研
究
授
業
で
も
、
国
語
、
英
語

な
ど
４
教
科
が
「
知
識
構
成
型
ジ
グ
ソ
ー
法
」（
＊
４
）

を
取
り
入
れ
た
授
業
を
行
い
、
生
徒
の
主
体
的
、
協
働

的
な
学
び
を
目
指
し
た
。「
個
人
で
は
あ
ま
り
説
得
力

の
な
い
よ
う
な
浅
い
理
解
の
解
だ
っ
た
が
、
グ
ル
ー
プ

で
話
し
合
っ
た
こ
と
で
様
々
な
意
見
が
得
ら
れ
、
深
い

理
解
を
し
て
納
得
解
を
書
く
こ
と
が
で
き
た
」「
自
分

の
資
料
を
し
っ
か
り
読
み
取
っ
て
班
員
に
伝
え
た
い
と

い
う
責
任
感
を
持
っ
て
ジ
グ
ソ
ー
活
動
に
取
り
組
め

た
」
と
生
徒
の
達
成
感
、満
足
感
も
高
か
っ
た
と
い
う
。

　
ま
た
、「
仰
高
ゼ
ミ
」
の
取
り
組
み
と
リ
ン
ク
さ
せ

た
教
科
の
授
業
も
あ
っ
た
。
様
々
な
学
び
を
結
び
つ
け

て
、
活
用
さ
せ
て
い
く
授
業
づ
く
り
を
、
今
後
も
学
校

全
体
で
研
究
し
て
い
く
。

　「
本
校
で
学
ん
だ
こ
と
に
自
信
と
誇
り
を
持
ち
、

答
え
の
な
い
問
い
に
対
し
て
、
他
者
と
協
働
し
て
最

善
解
を
考
え
抜
き
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
貢

献
で
き
る
人
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」（
前

田
先
生
）

若手教師が語る、指導変革への　　　　

主体的な学びを
学校全体で実現する
実践推進リーダー　平野洋造

　2016年度、私は企画研修部に配属されました。本
校は現在、広島版「学びの変革」アクション・プラン
に基づいて、学校を挙げて授業改善に取り組んでいま
す。次期学習指導要領に先駆けて、教師が話す講義形
式の授業から、生徒の主体的な学びを促すスタイルへ
と転換を図るのが目的です。各教科への周知や進捗状
況の管理を行うのが、企画研修部での私の仕事です。
まずは、教科主任会議に参加して、趣旨を説明してき
ました。夏季休業までに授業を通して生徒に身につけ
させたい資質・能力を明文化し、２学期にはアクティ
ブ・ラーニングを取り入れた研究授業を教科横断で行
いました。次は、３学期までに、どの単元でどのよう
な力を生徒につけさせるのかを具体化してもらう予定
です。
　先生方は授業改善に積極的で、校内への浸透はス
ムーズでした。難しかったのは、私自身が国や県の方
針、アクティブ・ラーニングの意義について理解する
ことでした。説明が表面的にならないよう、学習指導
要領や専門書を熟読して理解に努めました。
　アクティブ・ラーニングを取り入れた授業について
は、私自身、担当教科の英語の授業で手応えを感じて
います。生徒の活動を軸にすることで、生徒の表情が
生き生きしてくるのは新たな発見でした。今後も授業
力に磨きをかけて、生徒が自分の成長を実感できる授
業づくりを進めていきたいと思っています。

若手教師が語る、指導変革への 　　　情熱

全
教
科
で
、
主
体
的
な
学
び
を

促
す
授
業
づ
く
り
を
進
め
る

＊４　ジグソーパズルを解くように、協力して全体像を浮かび上
がらせる協調学習法の１つ。ある課題について、複数の視点で
書かれた資料を読む「エキスパート活動」、そこで得た知識を
交換し、考えを深めていく「ジグソー活動」、全体でグループの
意見を交換する「クロストーク活動」の３つの活動から成る。
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